
 

  

ものしり博士になんでも聞いてみよう。 

人間の進化を考えよう 

人間だけが生まれ変わる？ 



  



 

 

 

 

ものしり博士に、 

わからないことを何でも聞いてみよう。 

 

 

 

 

 

ねぇ、なんでも先生、 

今日は、「人間の進化」について教えて、 

 

 

それじゃ   

「進化論」、 

「アダムとイブの話し」、 

ちょっとむずかしいけど、 

「輪廻転生」 

「前世の記憶」などについて、お話ししよう。 

 

まず、この絵を見たことあるかな？ 

 

ちょっと、むずかしいけど、 

ダーウィンという人が、 

「人間の進化」をかいた「絵」なんだよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

へぇ～、そうなの？ 

でも、この絵は、見たことがあるわ。 

 

これを見ると、 

人間は、さるから進化して、いまの人間になったの？ 

でも、 

人間は、神さまが創ったと、聞いたことがあるけど、 

 

 

それは、アダムとイブの話しかな？ 

 

はてなちゃんは、 

人間のはじまりは、 

さるから進化したのか？ 

神さまが創ったのか？ 

どっちだと思う。 

 

 

もちろん、 

神さまが創ったものだと思うよ。 

だって、おさるさんが進化して人間になるっておかしくない？ 

人間は、人間（原始人）が進化して、いまの人間になったと思う。 

だから、 

原始人は、神さまが創ったのだと思う。 

原始人は、おさるさんじゃないでしょ、 

 

なんでも先生は、どう思うの？ 

 

 

先生は、ダーウィンが言っていた 

「人間の進化」が、ただしいと思うよ。 

ダーウィンの進化の絵をみると、 

人間の祖先は、おさるさんで、 

そして、原始人に進化して、 

さらに、人間に進化したんだとね。 

 

 



 

でも、なんでも先生、 

どうぶつえんに、行くと 

進化していないおさるさんが、いっぱいいるよ。 

 

ゴリラもいるし、マントヒヒだって、オラウータンもいるけど 

それも、おさるさんから進化したものなの？ 

 

前に、 

ものしり博士から、教えてもらったことがあるけど、 

キリンって、進化して、首が長くなったんだって、 

 

むかしのキリンは、首がみじかかったけど、 

高い木にある「木の実やはっぱ」を 

食べれるように、首が長くなったって、 

 

進化して首が長くなって、 

そして、首のみじかいキリンが 

いなくなったんだって、 

 

それに、 

わたし、首のみじかいキリンって 

見たことないもの。 

 

ひょっとして、 

シマウマが、首のみじかいキリンだったの？ 

シマウマは、馬のなかまでしょ。 

 

でも、 

おさるさんは、進化していないのに、どうぶつえんに、いるでしょ。 

人間に進化したら、いなくなるんでしょ？ 

 

 

そうだね。 

ものしり博士に、ほかには聞いたことはないの？ 

 

 

 



 

う〜ん 

ほかにも、いろいろ聞いたと思うんだけど、 

忘れてしまったわ。 

 

 

それじゃ、 

ものしり博士にも、人間の進化のことを聞いてみよう。 

 

 

わかったわ。 

ものしり博士にも、聞いてみるわ。 

ものしり博士、わかりやすく教えて。 

 

 

それじゃ、はてなちゃん、 

なにから、教えてほしいかな。 

 

 

そしたら、 

アダムとイブのお話しを教えて、 

わたしは、人間は神さまが創ったと思うの？ 

 

アダムとイブは、神さまが創った 

一番最初の人間なんでしょ？ 

 

 

わかった、 

「アダムとイブ」のお話しだね。 

 

「アダム」と「イブ」は、 

神さまが創った最初の人間とされているんだ。 

 

アダムとイブの２人は、エデンの園という、 

食べものは、たくさんあるし、 

仕事もしなくてもいい。 

いわゆる楽園に、住んでいたんだ。 

 



そこには、神さまが 

食べてはいけないときめた「木の実」があったんだ。 

この木の実が、『きんだんの実』と言われたんだよ。 

 

しかし、イブは、へびにそそのかされて、 

その『きんだんの実』を食べてしまったのだよ。 

そして、アダムにも食べるようにすすめて、 

アダムも『きんだんの実』を食べてしまったんだ。 

 

神さまとの約束をやぶって、きんだんの実を食べた２人は、 

神さまの怒りをかって、エデンの園を追い出されたんだ。 

そして、 

ばつとして、「はずかしい」と言う気持ちをもたされたんだよ。 

 

そして、２人には、 

仕事をして働かないと、食べものが手に入らないようにされたんだ。 

そして、イブには、子どもの生む、苦るしみもあたえられたんだよ。 

 

このときに食べた『きんだんの実』は、 

「リンゴの絵」がかかれていたと言われているんだよ。 

 

 

ねえ、ものしり博士、 

それじゃ、りんごを食べるまで、２人は、はだかだったの？ 

 

 

そうだよ、 

イブは、そのとき、はずかしさのあまり、 

体をイチジクのはっぱで、 

隠したと言われているよ。 

 

 

そうか、それで人間以外の 

どうぶつは、はだかなんだ。 

どうぶつに、 

毛がはえているのもそのせいかな？ 

 

 



 

アダムとイブって、 

ほんとは、原始人みたいだったんでしょ？ 

そしたら、名前も「さるお」と「さる子」だったら、 

もっと、わかりやすいんだけどなぁ、 

 

だって、 

アダムとイブって聞くと、外国人を思いうかべてしまうもの。 

 

あと、アダムとイブを 

そそのかした「へび」は、どうなったの？ 

 

 

へびは、地面をはう、 

どうぶつにされたんだ。 

 

 

へぇ〜、 

へびが、にょろにょろしているのは、そのせいだったんだね。 

 

 

でも、 

これは、あくまでも「旧約聖書」という本に描かれていることで、 

本当のことかどうかは、わからないよ。 

 

じゃあ、つぎは、 

ダーウィンの進化論のお話しをしようか？ 

 

 

ダーウィンの進化のお話しは、 

むずかしそうだから、教えてくれなくてもいいや 

それに、まちがっていると思うんだもん。 

 

 

ものしり博士、 

それより、 

どうして、人間がかしこくなったのか、しりたいわ。 

 



 

それが、わかったら 

さるから進化したんじゃないってことが、わかると思うわ。 

 

だって、人間はかしこいから、じゃべれるんでしょ。 

さるは、しゃべれないもの？ 

アダムとイブは、最初からしゃべれたの？ 

 

 

それは、人間が進化したから 

しゃべれるようになったんじゃないかなぁ 

 

はてなちゃん、 

人間が、どうしてかしこくなったのか？は、 

「人間が進化」したから、かもしれないね。 

 

 

それじゃ、 

博士が思っていることを いまからお話しするね。 

 

人間が、かしこくなったのは、 

人間として、何回も生まれかわったから、だと思うんだ。 

かしこくなって、また、生まれかわって、さらにかしこくなって、 

何回も、何回も、生まれかわって、 

どんどんかしこくなったんじゃないかな。 

 

 

人間は、何回も生まれかわって、かしこくなったの？ 

なんだか、よくわからないわ 

何回もって、 

１回とか、２回とか？ 

それとも、１０回とか、 

それとも、１００回とか？ 

 

それって、生まれかわった回数が多いほど、 

かしこくなるってことなの？ 

 

 



 

人間は、いろんな経験をして、かしこくなるんだよ。 

だから、お年よりは、何でもよく知っているんだよ。 

 

 

 

 

 

 

 

あ、 

そういえば、おばあちゃんは何でもよく知っているよ。 

それに、ものしり博士もお年よりだしね。 

 

でも、生まれかわるって 

やっぱり、よくわからないわ。 

もっと、わかりやすいお話しってないの？ 

 

 

それじゃ、 

「前世を覚えている女の子」のお話しをしよう。 

これは、本当にあったお話しなんだよ。 

 

その女の子は、チベットに住んでいたんだ。 

 

女の子のおとうさんとおかあさんは、 

チベットの仏教を信じていたんだけど、 

女の子は、前世で、イスラム教を信じていたみたいなんだ。 

 

イスラム教は、キリスト教とおなじで、 

生まれかわりという考え方は、ないんだよ 

 

 

イスラム教って、 

チベットにはないの？ 

 

 

 



 

チベットにもイスラム教を信じる人はいるけど、 

女の子が住んでいたところは、 

チベット仏教を信じる人ばかりで、 

イスラム教を信じている人は、いなかったんだ。 

 

女の子は、言葉を覚えたばかりで、 

ほとんどしゃべれないのだけど、 

それなのに、イスラムのことばで、「こんにちは」という、 

「アッサラーム・アライクン」で、あいさつしたんだよ。 

 

それに、女の子は、 

仏教のお寺で、イスラムのお祈りをしたんだよ。 

 

 

うわぁ、なんだか 

とりはだが、たってきたわ。 

イスラム教って、きまった時間に 

お祈りをするけど、 

女の子は、前世でお祈りをやってたんだろうね。 

 

 

それから何日かたって、女の子が３才のとき、ある町にでかけたんだ。 

そして、そのとき、とつぜん女の子が 

「わたしの家は、このちかくよ。」 

「お家に、かえりたい。」って、言ったんだって、 

そして、そこに行くと、 

その家のおとうさんとおかあさんの名前をいいあてたんだよ。 

 

そして、女の子は、 

「学校に、行きたい。」と言いだしたんだ。 

女の子に、いろいろとお話しを聞くと、 

先生の名前やともだちの名前、 

その小学校の人でないとわからないことも 

すべて、知っていたんだよ。 

それに、 

３才なのに、文字を書くこともできたんだって。 

 



 

それじゃ、その女の子は、天才だね。 

だって、３才で文字も書けるし、小学生の知識があるんでしょ。 

 

なんだか、 

たくさんいる天才たちも、前世での記憶があって、 

それを覚えていたんじゃないのかなぁ？ 

 

ねえ、ものしり博士もそう思わない。 

 

 

そうだね。 

本人は、覚えていなくても、「潜在意識」があるかもね。 

「潜在意識」っていうのは、「無意識」とも言って、 

むかしに、経験したことを覚えていて、 

それが、自然とでることなんだ。 

 

はてなちゃんも 

あっちにいくと、なんとなく、 

いやなことがあるんじゃないかなぁ 

だから、「行きたくないなぁ。」と、 

思ったことないかな？ 

 

 

あっ、そういったことって、よくあるわ。 

 

それに、 

「この場所って、前にきたことある。」とか、 

「この景色って、前に見たことある。」とか、思ったことがあるよ。 

それとか、「この料理、食べたことないのに、おいしくない」のが、 

わかったりしたもの。 

 

でも、ものしり博士、 

なぜ、ふつうの人は、前世のことを覚えていないの？ 

わたしも覚えていないけど、 

それを覚えていたら、人間はもっとかしこくなるのにね。 

 

 



 

そうだね、 

でも、はてなちゃん、考えてごらん。 

前世で、いやなことや、いやなことをされたことも覚えているんだよ。 

たとえば、それをうらんでいる人は、復讐をするかもしれないよ。 

 

わるいことをして、殺された人なんかは、 

さかうらみで、復讐をするかもしれないでしょ。 

 

 

たとえば、警察につかまったわるい人が、 

生まれかわっても、またわるいことをするかもね。 

そんなことになったら、たいへんだよね。 

警察につかまるようなわるい人は、 

人間に、生まれかわらなかったらいいのにね。 

 

 

「前世の記憶がある。」ということは、 

いいとか、わるいことではなく、 

とても、苦しいことかもしれないね。 

だから、ふつうの人は、前世の記憶がないのかもね。 

 

 

きっと、神さまが、 

前世の記憶がないようにしてるんだよね。 

その女の子は、たまたま、神さまが、記憶をけすのを 

わすれたんだと思うわ。 

 

ものしり博士、わたし、生まれかわりを信じるわ。 

わたしも何回か、何十回か、生まれかわっていると思うもの。 

 

 

それで、 

その女の子は学校に行ったの？ 

 

ものしり博士、 

学校で、こんなことがあったの。 

 



 

学校で、１回もやったことがないのに、 

初めてやってみると、いがいとうまくできたことがあったの 

これって、前世で経験をしてたんだと思うわ。 

 

それに、 

わたしは、なにも練習をしていないのに、 

泳ぐのが、じょうずだもん。 

 

 

それと、おなじクラスの「できる」くんは、 

勉強がきらいで、成績がわるいのに、 

「英語」だけはできるんだ。 

 

きっと、生まれかわる前は、 

アメリカ人だったんじゃないかな？ 

 

わたしも、 

フランス料理を食べに行ったとき、 

はじめてなのに、フォークとナイフが使えたんだ。 

 

きっと、生まれかわる前は、 

フランス人だったのかもしれないね。 

 

それに、ともだちの「でき子」ちゃんは、 

ぜんぜん勉強していないのに、 

クラスで、一番かしこくて、成績がいいもの。 

 

きっと、 

わたしは勉強の努力で、まけているのではなくて、 

生まれかわった回数で、まけていると思うわ。 

 

 

ねぇ、ものしり博士、 

「潜在意識」のこと、もっと教えて、 

 

 

 



それじゃ、はてなちゃんは、 

「きらいな人」や「にがてな人」っているかな？ 

 

 

たくさんいるよ、 

あまりしゃべったことがないけど、きらいな先生とかね。 

なんでも先生は、すきな先生だよ。 

 

これも、潜在意識なの？ 

 

 

はてなちゃんが、 

きらいな人、いやだなと思う人は、 

無意識で、遠ざけてしまっているんだよ。 

話しをしたことがないのに、いやだと思ったり、 

ひどくなると、顔を見るだけで、むかつくことだってあるんだよ。 

 

しかし、きらいなのは、たんなる思い込みで、 

じつは、よく話しをすると、きらいではなかったりするんだよ。 

 

 

う〜ん、 

なんとなくわかる気がするわ。 

でも、本当に、きらいのときもあるよ。 

 

 

そうだね。 

きらいな人や、にがてな人はいるね。 

でも、そんな場合は、相手も同じように、 

きらいな場合が多いんだよ。 

どうやら、人には、そういったことがわかるみたいだね。 

 

 

わたしのおかあさんは、 

テレビを見ていて、会ったことも、 

お話しをしたこともないのに、 

きらいな人がでてくると、 

すぐに、ちゃんねるをかえてしまうんだ。 



 

なぜ、そんなにきらいなのか、わからないんだけど、 

それも、「潜在意識」のせいじゃないのかなぁ？ 

 

あ、そうだ、 

ミスターレディなんかも生まれかわる前は、 

女の人だったんじゃないかなぁ。 

前世では、何回も女の人だったんだけど、 

最後に生まれたのが、男の人だったんじゃない、 

だけど、「潜在意識」は女の人でしょ。 

だから、ミスターレディとか、 

ニューハーフに、なったんじゃないのかな。 

 

 

はてなちゃんは、 

よく、いろいろと思いつくね。 

ほかにも、思いつくことはあるのかなぁ？ 

 

 

少し考えると、 

いろんなことを思いつくわ。 

 

たとえば、 

歴史で、ならったえらい人で、 

ガンジーや、お釈迦さま、おぼうさんなんかも 

何回も何回も、生まれかわったんじゃないのかなぁ？ 

 

大統領や総理大臣になる人も 

何回も何回も、生まれかわったんだと思うんだ。 

 

あと、 

プロ野球やサッカー選手やオリンピックにでる人、 

スポーツが得意な人も、勉強ができる人も、 

それに、いい人やわるい人 

もっと言うと、やさしい人やすぐ怒る人なんかも 

生まれかわる回数が、関係していると思うんだ。 

 

 



 

それに、 

飛行機や大きな船、ロケットなんかも 

「潜在意識」がないと作れないと思うの。 

 

そういった研究や勉強をする人も 

「潜在意識」があって、発見したと思うの。 

 

だって、鉄のかたまりが、人を乗せてとぶのよ。 

鳥じゃないのに、はねも動かさないのに… 

 

そんなこと、 

ふつうの人間では、考えつかないと思うよ。 

何回も生まれかわらないと。 

 

米や、野菜を作るのだって、魚を取るのだって、 

どこかに、「潜在意識」があって、みんなで、助け合って、 

そして、 

人間は、どんどんかしこくなったんじゃないのかなぁ。 

 

 

はてなちゃん、 

まだ、聞きたいことはあるかな？ 

 

 

それじゃ、話しが戻るけど、 

その女の子は、なんで死んじゃったの？ 

それと、生まれかわるのは、人間だけなの？ 

 

 

女の子は、１２才のときに、 

心臓の病気で、死んだことも覚えていたんだよ。 

 

そして、１年たって、生まれかわったんだ。 

 

生まれかわるのは、人間だけなんじゃないかなぁ？ 

これは、だれにもわからないことだね。 

 



 

よく言われるのが、 

生きている間に、いい行ないをすると、 

また、 

人間として生まれかわることができる。 

とね。 

 

 

あ、そうだ、 

お葬式をするのも、人間だけだよね。 

お葬式をすると、 

人間に、生まれかわるんじゃないのなの？ 

 

 

そうかもしれないね。 

おぼうさんに来てもらうのもそのためかもしれないね。 

 

どうぶつは、お葬式はしないからね。 

 

 

わかったわ。 

わたしは、つぎも人間に生まれかわりたいから、 

いい行ないをするね。 

 

ものしり博士、教えてくれて、ありがとう。 

 

 

  



 

はてなちゃん 

ほかにも、聞きたいことあるかな。 

 

 

女の子のお話しは、よくわかったわ。 

実際にあった同じようなお話しを、 

もっと聞きたいわ。 

 

 

それじゃ、 

「ぼくは、むかし女の人だった。」と 

前世のことを話した５才の男の子の話しをしよう。 

 

その男の子が言うには、 

「生まれかわる前は、３０才のシカゴにすんでいた女の人だったんだ。 

それで、火事にあって、死んでしまったんだ。」 

 

男の子のことをおかあさんに聞くと、 

２才ごろから、むかしの自分のことを話したり、 

ふしぎな行動をしたりしていたんだ。って 

 

 

へぇ、どんなことをしていたの 

そして、どんなことを言っていたの？ 

 

 

ふしぎな行動は、 

その３０才の女の人は、キーボードの演奏が得意だったんだけど、 

どうやら、そのまねをしてたみたいなんだ。 

 

そして、おかあさんが、男の子に、いろいろ聞いて、 

その女の人を調べたら、シカゴで、ホテルの火事にあって、 

窓から飛び降りて、死んでいたのがわかったんだよ。 

 

もちろん、それだけじゃなくて、 

火事で死んだ女の人しか、わからないことも、 

すべて知っていたんだよ。 



 

しばらくして、男の子は、 

「自分が、むかし女の人だった」ときのことを話しはじめたんだ。 

 

「ぼくが女の人だったときは、黒い肌だったんだよ」とか、 

「ピアスをつけていたんだ」など 

 

それだけじゃなくて、 

どこか、とおくから「おしもどされるようにして」 

ちきゅうにもどって、 

「いまのじぶんに、生まれかわったんだ。」っといって、 

生まれかわったいきさつも話しをしたんだよ。 

 

 

ものしり博士、 

「生まれかわったいきさつ」って 

よくわからないわ。 

 

 

その男の子の言ったことは、 

「ぼくは、むかし、女の人だったけど、火事で、死んでしまったんだ。 

それで、天国に行って、神さまと会ったんだ。 

そしたら、神さまが、ほくを「下界」に、おしもどして、 

目がさめたときには、赤ちゃんになってたんだよ。」 

 

 

へぇ〜、それじゃ、 

天国って、本当にあるんだね。 

 

でも、よく聞くお話しは、 

天国に行ったけど、「下界」に戻った場合に、 

「生き返った」って話しは聞くんだけど、 

赤ちゃんになって「生まれ変わった」んだね。 

 

 

そうだね 

「生き返った」のではなくて、「生まれ変わった」んだね。 

 



 

その男の子は、５才で、３０才の経験をしてるんでしょ 

どこまで、覚えているのかなぁ。 

ものすごくきょうみがあるわ。 

すべて、覚えていたらすごいのにね。 

 

 

そうだね。それじゃもう１つ、 

「戦争で死んだパイロットの夢を見つづける男の子」のお話しをしよう。 

 

その男の子は、１６才になるんだけど、 

２才のときに、飛行機や 

戦争ごっこに、夢中だったんだ。 

 

そんなある日、夜中にとつぜん、 

「飛行機がもえている！」 

「外にでることができない！」 

「飛行機が墜落する！」など、 

 

２才の子どもが、 

話すとは思えないことばかり、 

言っていたんだよ。 

 

その男の子は、そういった夢に、 

悩まされていたんだ。 

 

 

おかあさんが、男の子に「飛行機に、なにがあったの？」と聞くと、 

「日本人が、飛行機を撃ったの」 

「そして、墜落したの」と話したんだ。 

 

そして、 

おかあさんが、戦争の本を見せると、 

そこにいないとわからないことを 

言いだしたんだよ。 

 

 

 



 

ただ、この男の子の場合は、 

年が経つにつれ、夢を見る回数が少なくなって、 

８才で、夢を見なくなったんだって、 

そして、１６才になったいまでは、 

ほとんどのことを覚えていないそうなんだよ。 

 

 

年をとって、 

むかしのことを忘れてしまったんだね。 

 

あ、そうか、 

人間って、記憶を忘れてしまうこともあるんだ。 

 

でも、その男の子、パイロットになったらいいのにね。 

むかし、パイロットだったから… 

きっと、操縦していたことを思い出して、 

すぐに、パイロットになれると思うわ。 

 

ものしり博士、 

もっと、お話しをきかせてほしいわ。 

 

 

それじゃ、最後に、 

「前世で、殺された記憶がある３才の男の子」のお話しをしよう。 

 

３才の男の子は、生まれたときに、 

頭に、長いキズよような赤いアザがあったんだ。 

 

それで、ことばを話せるようになったときに、 

「オノで、頭をたたかれ、殺されたんだ。」 

「そして、犯人もしっている。」と言ったんだ。 

 

 

赤いアザは、 

前世で、オノでたたかれたキズだったんだね。 

それが、赤いアザになっていたんだね。 

 



そして、その男の子が、 

前世で、暮らしていた町に、行ったときに、 

「ここに、むかし住んでいた。」と言って、 

前世の自分の名前も思いだしたんだ。 

 

調べてみると、４年前に、 

いなくなった男の人の名前だったんだよ。 

 

それで、くわしく話しをきくと、 

前世で、自分を殺した男と、 

さらには、そのオノまで見つけてしまったんだ。 

 

犯人の名前まで、覚えていたので、 

すぐに、つかまえることができたんだよ。 

 

 

この話しも、おもしろかったわ。 

 

この男の子は、殺された記憶は、 

きっと、いつまでもわすれないと思うわ。 

 

そして、そのほかの記憶は、「潜在意識」にあって、 

無意識にでることがあるんだよね。 

そのこともよくわかったわ。 

 

 

そうだね 

ほかにも、気づいたことあるかな？ 

 

 

えーと、どの話しも、死んだり、殺されたりしても 

１年ぐらいで、生まれかわっていたよ。 

だから、生まれかわるのは、 

死んでから１年ぐらいかなぁって思ったわ。 

 

それより、ものしり博士、 

「生まれかわり」のことを研究している 

えらい先生とかは、いないの？ 



 

研究をしている人はいるよ。 

でも、「生まれかわり」は、その証明ができないでしょ。 

だから、誰にもわからないことなんだよ。 

 

 

でも、生まれかわった人は、いっぱいいるでしょ。 

その人たちのことをもっと研究しないの。 

 

 

生まれかわりの研究で、 

子どもたちが「前世」の話しをするのは、２才から５才なんだよ、 

しゃべれるようになるのと、ほぼ同時なんだよ。 

 

それで、５才から８才まで、つづくと、 

ぱたりとしゃべるのをやめてしまうんだよ。 

 

 

しゃべれるようになると、忘れちゃうんだね。 

きっと、神さまが忘れてしまうように、 

したんだと思うわ。 

 

 

生まれかわるまでの間隔は、 

死んで、すぐの場合もあるし、 

何十年後の場合もあって、バラついているんだよ。 

そして、 

生まれかわる人は、「前世」では、 

「非業な最期」をした人が多いんだ。 

はてなちゃん、「非業な最期」って、わかるかな？ 

「寿命が終わらないうちに、最後を迎える」ことなんだよ。 

 

 

ものしり博士、 

「非業な最期」って？ 

病気なんかで、死んじゃうことなの？ 

 

 



 

地震などの災害で、思いがけない死に方をすることや 

「殺人事件の被害者」なども「非業な最期」だね。 

 

それとは、反対に、、 

「前世」が、自殺した人は、ほとんどないんだよ、 

「前世」が、どうぶつであることは、まだ、報告されていないしね。 

 

 

それじゃ、自殺をしたら、 

人間に、生まれかわれないのかなぁ？ 

でも、どうぶつは、人間に生まれかわれないと思うわ。 

だって、お葬式をしないから。 

 

それより、大きな地震などで、 

たくさんの人が「非業の最後」に合うと、 

たくさんの人が生まれかわるんじゃないかなぁ？ 

 

そういった人は、 

早く生まれかわってほしいね。 

 

 

生まれかわった子どもの行動は、 

「前世」が、火事などで死んだ人は、火がこわかったり、 

「前世」のときと、おなじ食べものが、すきだったり、 

それに、 

「前世」の家族に、すごく親近感があるんだよ。 

 

 

それもなんとなくわかるわ。 

それと、自殺したら、 

人間に生まれかわれないかもしれないことがわかったわ。 

 

 

そうだね。 

じゃ、「生まれかわりの話し」は、ここまでにするね。 

 

 



 

はてなちゃん 

ほかに、聞きたいことはあるかな？ 

 

 

生まれかわることは、何となくわかったんだけど、 

人間が死んだら、どうなるのか知りたいわ。 

 

ものしり博士、 

人間は、死んだらどうなるの？ 

それに、 

天国とか地獄って、本当にあるの？ 

 

 

人間が死んだら、死後の世界に行くと言われているんだ。 

それで、死んでしまったら、「肉体」と「魂」が分かれて、 

「無」には、ならないと言われているんだよ。 

 

「死後の世界」は、 

「天界」「中有界」「地獄界」と、三大境域があるんだよ。 

 

天界には、上位から第一天界、第二天界、第三天界の三段階があり、 

また、地獄界にも浅い地獄から第一地獄、第二地獄、第三地獄の 

三つの段階があるんだ。 

そして、それぞれの段階に、三十段階があり、 

天界だけでも合計百八十の段階に分けることができるんだ。 

そして天界には、天国と霊国という二つの世界があるんだ。 

 

また、 

地獄界には、根の国（虚偽の世界）と底の国（悪欲の国） 

という二つの霊域があるんだよ。 

 

 

なんだか、よくわからないわ。 

本当かどうかわからないし、 

「死後の世界」って、確認できないんでしょ、 

 

 



 

そうなんだよ、 

本当かどうか、確かめることができないからね。 

 

こういう話があるんだ。 

この話しも確かめることはできないんだけど、 

 

「霊」とお話しができる人がいたんだ、 

それで、自殺した霊に、話しを聞いてみたら、 

「楽になると思って自殺したけど、余計に苦しくなった」 

と、言っていたんだって、 

 

「自殺」は「殺人」と同じ重罪と言われていて、 

死んだら、「肉体」と「魂」が別れることになり、 

「肉体」はなくなって、天地にかえるんだ。 

それで、「魂」は永遠に、不滅なんだよ。 

 

そして、いいことをした人は、天国に行けるんだよ。 

でも、わるいことをすれば、地獄に行くことになるんだよ。 

 

 

なんか、よくわからないけど、 

人間が死んだら「肉体」と「魂」が残り、 

「魂」は、永遠に消滅しないということになるの？ 

 

 

そうだよ。 

一般的に言われるのは、 

死んだら私たちの「魂」は、 

死後の世界、すなわち霊界へと帰っていくんだ。 

 

それで、「魂」は永遠に存在し、 

また「この世」に生まれてくる場合もあるんだよ。 

 

そして、霊が住む世界が「あの世」といって、 

この世で、いいことをしたら、 

あの世にいっても心配する必要はないんだよ。 

 



 

それで、自殺した「霊」の話しは、どうなったの？ 

地獄に、行っちゃうの 

 

 

自殺者は、重い罪なんだよ。 

自分を殺しているわけだから、殺人とかわらないんだよ。 

自殺をしたり、殺人をしたりしたら 

７代先まで、成仏できない言われているんだ。 

 

この世で、悪いことを重ねた人は、「地獄」に落ちるんだよ。 

わるいことをしてなくても、「自殺」は、 

自分自身を殺したので、殺人と同じ罪だから、 

地獄に、落ちる可能性が高くなるね。 

 

 

なんか、よくわからないわ。 

「死後の世界」って、どんなとこなの？ 

「天国」と「地獄」があるのは、よく聞くけど、 

 

どうしたら、天国に行けるの？ 

天国に行ける秘訣はないの？ 

 

 

よく言われているのが、 

疑ったり、恨んだり、そねんだり、悲しんだり、ねたんだり、 

怒ったり、憤ったりするごとに、ちょうど、それに相応しただけ、 

自分の魂は小さく、醜く、汚くなるんだよ。 

 

だから、 

常に心をひろく、大きく、ゆたかに持つ工夫をすることが、 

一番必要なことなんだよ。 

 

それと、 

常に、感謝にみちた気持ちで暮らす工夫も大切なんだよ。 

そして、どんな人に対しても、悪く思ったりしたらダメなんだよ。 

 

 



 

なんか、面倒くさいね 

だれが、「天国」か「地獄」に行くのか？を決めるの？ 

 

地獄には、閻魔さまがいて、 

死んでしまったら、三途の川を渡って、 

７日ごとに閻魔さまに裁かれるんでしょ、 

閻魔さまの前で、 

うそをつくと舌を抜かれるって聞いたことがあるけど。 

それは、本当なの？ 

 

どんなことをすれば、地獄に落とされるの？ 

 

 

おまえは、「地獄行きだ」と 

審判される悪業として定められている、十悪があるんだよ。 

 

（十悪） 

① 殺生 せっしょう （ころすこと） 

② 偸盗 ちゅうとう （ぬすみ)。 

③ 邪婬 じゃいん （よこしまな性的行為） 

④ 妄語 もうご （うそいつわり)。 

⑤ 両舌 りょうぜつ （人を仲たがいさせる言葉)。 

⑥ 悪口 あっく。 （わるぐち） 

⑦ 綺語 きご （まことのないかざった言葉)。 

⑧ 貪欲 とんよく （むさぼり)。 

⑨ 瞋恚 しんに （いかり)。 

⑩ 邪見 じゃけん （まちがったもののみかた)。 

 

地獄の裁判官と言われている閻魔大王が、 

「天国」行きか、「地獄」行きかを決めると言われているけど、 

 

それが、本当かどうか？、その確認ができないので、 

信じるか、信じないか？は、自分で決めるしかないんだよ。 

 

はてなちゃんは、 

「死後の世界」は、あると信じる？ 

 



 

わたしは、 

「死後の世界」を信じるわ。 

 

だから、 

自殺や殺人、殺生は、絶対しないわ。 

 

ねぇ、ものしり博士 

わるいことは、しなかったけど、 

いいことも、しなかったら、どうなるの？ 

天国に行けるの？ 

 

 

いいことも、わるいことも重ねなかった人は、 

中間地点の霊界に行くんだよ。 

それは、「天国」でも、「地獄」でもないところなんだよ。 

 

 

わたしは、 

自分の日頃の行いを振り返る、いいきっかけになるから。 

日頃から、いい行ないをするようにガンバルわ 

だって、 

自分が天国へ行けるかどうか、気になるもの。 

 

ものしり博士、ありがとう。 

よくわかったわ。 

 

なんでも先生にも、教えてあげるね。 

 

なんでも先生、 

ものしり博士に、人間は、何回も生まれかわって、 

そして、進化してかしこくなって、 

教えてもらったわ。 

 

生まれかわる前の記憶は、覚えていないけど、 

「潜在意識」に、その記憶があるんだって、 

それが、「無意識」に、でるんだって、 

 



それで、 

えらい人は、何回も生まれかわったんじゃないかって、 

 

そして、人間は、生きている間に、いい行ないをすると、 

また人間として、生まれかわるんだって。 

 

 

それは、デジャブのことみたいだね。 

はてなちゃん、 

デジャブってわかるかなぁ？ 

 

 

「デジャブ」って？、 

なんでも先生、わからないから教えて、 

 

 

デジャブというのは、 

実際には、一回も体験したことないのに、 

どこかで、体験したことのように、感じることだよ。 

 

「あれ、これどっかで、見たことある。」 

「あれ、これとおなじこと、やったことある。」 

「あれ、これ夢に、みたことある。」 

といった感じのことだよ。 

 

 

へぇ〜、「デジャブ」って、 

「潜在意識」と、にているよね。 

 

でも、人間の進化は、 

   人間は、「神さまが創った」かどうかは、わからないけど、 

 

 決して、 

   「さるから進化して、人間になった」んじゃないと思うわ。 

 

    さるは、進化しても 

やっぱり、「さる」よ。 

 



  



 

はてなちゃん。 

ほかに、聞きたいことは 

ないかな？ 

 

 

それじゃ、 

ことば（言語）について、教えてほしい。 

 

なぜ、たくさんのことばがあるの？ 

英語、中国語、韓国のことば、…、 

フランス、ドイツ、スペインなど、なぜ、ことばがちがうの？ 

日本語は、漢字、ひらがな、カタカナがあるのはなんで？ 

それに、方言は、なぜあるの？ 

 

日本人が、英語を話せないのは、なぜか？とか 

 

それと 

いい会社って、どんな会社なのかも教えてほしい。 

 

 

わかった、それは、 

つぎの機会に、教えてあげるね。 

 

 

------------------------------------------------------- 


